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 特定非営利活動法人 バングラデシュと手をつなぐ会 

 福岡市早良区西新５－４－２０ 

 TEL＆FAX：０９２－８４４－１３６９ 

 ホームページ：http://bangla.npgo.jp 

※「ミロン」は一つになる、手をつなぐという意味のベンガル語です  
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現現現現    地地地地    でででで    のののの    活活活活    動動動動    

国国国国    内内内内    でででで    のののの    活活活活    動動動動    

    

    

    

    
 

 

 

 

 

 

バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ･ションスタ」に毎年活動資金を提供し、 

相互のパートナーシップのもとに現地活動を支援しています。 

現地で「ションダニ・ションスタ」は、主に次のような活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ジャパニ小学校の建設ジャパニ小学校の建設ジャパニ小学校の建設ジャパニ小学校の建設とその後の運営支援～“みんなのための教育”を！ 

② 貧しくて学校へ行けない子どものために奨学金制度奨学金制度奨学金制度奨学金制度の実施 

③ 就学に必要な費用を得るための支援として仔牛の奨学金プロジェクト仔牛の奨学金プロジェクト仔牛の奨学金プロジェクト仔牛の奨学金プロジェクトの実施 

④ ションダニ・スクール（小・中・高校）の建設・運営ションダニ・スクール（小・中・高校）の建設・運営ションダニ・スクール（小・中・高校）の建設・運営ションダニ・スクール（小・中・高校）の建設・運営～“質のよい教育”を！ 

教教教教    育育育育    

 

① 妊婦健診や出産、産後のフォロー、一般診療を行うションダニ病院のションダニ病院のションダニ病院のションダニ病院の建設・運営建設・運営建設・運営建設・運営 

② カラムディ村内の家々にソーシャルワーカーが赴き巡回健診巡回健診巡回健診巡回健診 

③ カラムディ村周辺の地域にも拠点を置き定期的に出張診療（サテライト･クリニックサテライト･クリニックサテライト･クリニックサテライト･クリニック

④ 医療設備の充実医療設備の充実医療設備の充実医療設備の充実、緊急患者対応のための救急車の配備救急車の配備救急車の配備救急車の配備 

 

保保保保健医療健医療健医療健医療    

 

① 生活に必要な収入が得られるよう支援する肉牛貸し出しプロジェクト肉牛貸し出しプロジェクト肉牛貸し出しプロジェクト肉牛貸し出しプロジェクト 

② 村の女性を対象に、足踏みミシンの職業訓練職業訓練職業訓練職業訓練 

 

生活向上生活向上生活向上生活向上    

① 総会総会総会総会（毎年５月）、理事会理事会理事会理事会（毎月２回）による活動方針の決定、および事務局事務局事務局事務局による

運営 

② 会報誌『ミロン』会報誌『ミロン』会報誌『ミロン』会報誌『ミロン』を年４回発行 

③ 現地訪問・スタディーツアー現地訪問・スタディーツアー現地訪問・スタディーツアー現地訪問・スタディーツアーの実施、報告会開催、報告書作成 

④ 学習会学習会学習会学習会、バングラ料理教室バングラ料理教室バングラ料理教室バングラ料理教室、チャリティコンサートチャリティコンサートチャリティコンサートチャリティコンサート、チャリティバザーチャリティバザーチャリティバザーチャリティバザーの開催 

⑤ 出張講師出張講師出張講師出張講師や各種イベントでのブース出展ブース出展ブース出展ブース出展などにより、活動紹介などを行う 

 

    ◆◆◆◆    アジアの子どもたちの未来のためにアジアの子どもたちの未来のためにアジアの子どもたちの未来のためにアジアの子どもたちの未来のために    ◆◆◆◆    

皆様方のご理解とご協力、いつもありがとうございます。 

バングラデシュと手をつなぐ会バングラデシュと手をつなぐ会バングラデシュと手をつなぐ会バングラデシュと手をつなぐ会    
バングラデシュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、 

現地の村人による開発のための委員会「ションダニ・ションスタ」と協力して 

《教育》 《保健医療》 《生活向上》 の分野で協力活動を行っています。 

 

これら現地の活動は、関心を寄せてくださる多くの方々のご理解とご協力によって支えられています。 

そのような支援の輪をより広げるため、国内では次のような活動を行っています。 
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総会を機会に、総会を機会に、総会を機会に、総会を機会に、ＮＧＯＮＧＯＮＧＯＮＧＯ活動の意味を考えよう！活動の意味を考えよう！活動の意味を考えよう！活動の意味を考えよう！    

 

 2 月 13 日(日)に、会員研修を行いました。一日かけて、現在手をつなぐ会が直面する問題

を話し合いました。一人一人がそれぞれの思いを持って、会の活動に参加しています。仕事

や家庭の状況、その人のかかわり方、それぞれに異なっています。それでも、手をつなぐ会

の理念、カラムディ村への思いを共有し、お互いのかかわり方を理解しあうために、このよ

うな時間をかけての話し合いの意味を感じました。 

 中でも、ＮＧＯ活動の意味はなんだろうか？と考えさせられました。社会の不公正と不正

義に対しそれを正すための活動がＮＧＯ＝“非政府”組織の役割だと思います。多岐にわた

る活動の中で、私たちはバングラデシュという国、カラムディ村という地域を選び、教育、

保健医療、生活向上分野の支援協力活動に取り組んでいます。これは同じ時代に、同じ地球

上に生きる人々を思い浮かべながら、また同時に、そこから私たち日本人のあり方を見直し

ながらの活動でもあります。試行錯誤しながらも、この原点にいつも立ち戻りたいと思って

います。 

 総会は、一年間の活動の総括であると同時に、翌年の活動への出発点です。今年は特に一

人ひとりの会員を重視し、会員がそれぞれの思いを持ち寄ることのできる総会にしたいと考

えています。会員の皆さん、会の活動に関心をお持ちの皆さんの、ご参加、ご協力をお願い

いたします。 

（バングラデシュと手をつなぐ会 代表 二ノ坂 保喜） 

 

 

 

 

 

 

 

ミロンミロンミロンミロン 125125125125 号号号号    ～～～～目次目次目次目次～～～～    ページ 

あいさつ、目次 1 

 カラムディ村便り 2-3 

 スタディーツアー報告 4-6 

 活動報告       ・バングラデシュ料理教室 

            ・出張講演（筥松公民館、西南学院中学校） 
7 

 会員研修報告 8-9 

 イベントのお知らせ  ・春のチャリティバザー 

            ・ボイシャキ・メラ 

            ・総会 

10 

 会計報告、これからの行事予定、事務所便り 11 
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～カラムディ村便り～～カラムディ村便り～～カラムディ村便り～～カラムディ村便り～    
（副代表 ラフマン・モクレスール） 

 

 今回は、現地ＮＧＯションダニ・ションスタの意思決定プロセスや活動目的（ビジョンやミッ

ション○注）について書きたい。まずは、どのような組織でどのように運営され、また責任体制が

どうなっているのかを明らかにしたい。 

 

ションダニ・ションスタの組織体制ションダニ・ションスタの組織体制ションダニ・ションスタの組織体制ションダニ・ションスタの組織体制    

 1989年、ジャパニ小学校の落成式終了後、手をつなぐ会の当時代表・大木松子さんと村人との

間で話し合いが持たれた。その中で、これからも互いに付き合っていこう、組織的に活動してい

こうということになった。村人の提案で「ションダニ・ションスタ」という組織が結成され、中

学校の校長イディリス先生が初代会長になった。その後 1992 年にバングラデシュ政府ＮＧＯ局

から承認を受けた。これは日本でＮＰＯ法人に当たるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★会員はどんな人か 

 基本的に誰でも会員になれる。実際には有識者（たとえば学校の教員）や社会奉仕に関心のあ

る人、病院を建設するときに土地や現金を寄付してくれた人が会員である。カラムディ村以外に

も会員がいる。ただし、政治に直接関わっている人（行政区の政党支部の役職を保持する人）は

会員になれない。 

★理事：理事の任期は２年。総会で承認を受ける必要がある。現理事長は中学校の元教頭、副理

事長は小学校の元校長。 

★理事会や総会：理事会は月１回行われる。総会は年１回で、場合によって臨時総会を開くこと

ができる。 

★会計監査：年１回必ず監査を受けないといけない。一般的に公認会計士が監査をし、その報告

をＮＧＯ局に提出する。監査を受けなかった場合、厳しく指導され、海外からの資金提供も受け

られなくなる。○注  

★報告義務：月１回ユニオンと郡、県の担当職員に活動報告を提出しなければいけない。場合に

よって、事務局長か代わりの職員が直接それらの地方自治体の会合に出向き、質問を受ける。 

★各種委員会：大きなお金を動かす時、特に建設を行う時には一人の理事と数名の関係者で委員

会を立ち上げ、活動をする。 

一般会員・総会 General members 

理事会（９名）Managing Committee 

事務局長は有給職員、ほかは無給 

教育委員会 
 

奨学金制度のマネジ

メント（基金の管理、

受給者の決定） 

ションダニ・スクール

の運営 

子牛奨学金委員会 
 

子牛奨学金制度のマ

ネジメント（受給家庭

の決定、フォロー、各

家庭から集めた積立

金の管理） 

医療関係委員会 
 

ションダニ病院の運

営、プアーファンドや

救急車の運用 

インフォメーションセンター

委員会 
 

インフォメーション

センターの本やパソ

コンなどの購入・管

理、会員管理 



milon 

 

3 

    

ションダニ・ションスタのミッションションダニ・ションスタのミッションションダニ・ションスタのミッションションダニ・ションスタのミッション    

ションダニは次の２つの目標を達成するために活動している 

 

１．社会の最底辺層の人々を救うこと（bottom-up、底上げ） 

 社会的弱者、すなわち経済的・社会的に取り残されている人々の生活を改善するための直接的

支援活動を行う。 

 具体的に言うと、“万人のための教育”を実現することを目標とした「ジャパニ小学校建設」が

まず挙げられる。今も、経済的に恵まれていない家庭の子供を対象に、無償で現金を支給する「奨

学金制度」（52 名の中学生）と、「子牛奨学金制度」（149 頭の子牛）を行っている。また女性の

自立を促進するために「ミシン教室」（1学期 20名）も行っている。お金がなくて治療を受けら

れない人に必要に応じて治療費の全額か一部を支給する「プアーファンド」の制度（月 30～50

人が受給）もある。また、教育費捻出を目的に小学生のいる家庭にだけ子牛を貸出してきた制度

（子牛奨学金制度）を、来年度からは、生活のための現金収入をもたらす制度として、小学生の

いない家庭に拡大して実施する予定だ。 

 

２．社会の中間層への支援（middle-up、中間層の引き上げ） 

  中間層を支援し、それにより、間接的に、貧困層も含めた社会全体の発展につなげる活動。 

 具体的に言うと、「ションダニ・スクール」がそれである。ションダニは、国をリードできるよ

うな人を育てようと、質の高い教育が受けられる学校を作った。すでにその効果が表れている。

バングラデシュでは昨年から５年生と８年生を対象とした全国統一試験を導入したが、その両方

の試験でションダニ・スクールの生徒は県内トップの成績である。またこの学校の卒業生はその

ほとんどが大学に進学し、中には国内最高峰のダッカ大学進学者までいる。もしこの様な学校が

なかったらこれらの家庭の子供たちはこれほど高度な学問を修めることなどできなかっただろう。 

 また成績優秀ではあるが経済的に苦しく就学・進学が困難な高校生・大学生に対しては「奨学

金貸出制度」がある。在学中月々3,000 タカ（4,000 円相当）ずつ奨学金として支給し、卒業の

１年後から 1000タカずつ（8%利子含む）を返済してもらうという制度だ。現在８人の学生がこ

のプロジェクトの対象である。 

 

 なお、「インフォメーションセンター」の目的は、１、２の両方である。お金がなくて教科書を

買えない人に教科書を貸し出すほか、一般向けにも、新聞や本を用意し読書の環境を提供してい

る。また、個人的にインターネットへアクセスできない人のためにその機会も提供している。都

会の子供たちは早い年齢からパソコンに親しみ、知らないうちにパソコンをマスターするが、田

舎出身の大学生は大学を卒業してもパソコンを使えない人が多くいる。現在、バングラデシュに

おいても、パソコンは仕事に必要な知識になってきているため、特に大学生たちを主眼にこの様

な機会を提供している。昨年 10 月に始まったばかりなので、これからどの様な方向へ行くか見

守りたい。 

 

○注ビジョンとミッション：ビジョンとは「理念」、ある時点までに“こうなっていたい”と考える社会像のこと。

ミッションとは「社会的使命」、ＮＧＯが達成すべき具体的な目的。ＮＧＯは、ビジョン（夢）の実現に向けて、

ミッション（使命）達成のための活動を行っている。 

○注バングラでＮＧＯが海外からの資金援助を受け取るためには、まずＮＧＯ局からその許可を得なければならな

い。その際、過去の実績や監査報告、次年度の活動計画や予算書の厳しい書類チェックが行われる。それを経て

許可がおりたら、許可書が地方行政や指定の銀行等に送られ、海外からの資金を受け取れる状態になる。そのよ

うなプロセスを抜きに海外から送金しても、そのお金はＮＧＯの指定口座に入金されない仕組みとなっている。 
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    スタディーツアー報告 
 

 （理事 矢野） 

≪≪≪≪参参参参加者加者加者加者≫≫≫≫  計３名 

                     写真左から――  矢野（理事） 

                              草場（会員） 

                              船越（会員） 

 

 

                     ちなみに、表紙の写真は 

                     （ 上 ）ションダニスタッフ大集合 

                     （右下）村の子供たちにバングラ式でマフラーを 

                         巻いてもらった草場さん（男性式らしい） 

                     （左下）矢野、リキシャのおじさんと運転を交代 

 

≪≪≪≪日程日程日程日程≫≫≫≫    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

≪≪≪≪報報報報    告告告告≫≫≫≫                          

 昨年の 12 月 26 日から 1月 1日まで３人のメンバーでカラムディ村を訪れました。私自身、バ

ングラデシュへの渡航は５年ぶりであり、久しぶりの村の変化とスタッフとの再会を楽しみに現

地へ足を運びました。 

 

■ バングラデシュの発展と村の変化 

以前は薄暗く、気味の悪かった空港も一新されて綺麗になり、ダッカ市内では建設中の高層ビ

ルがいたるところにみられ、その発展の勢いに驚かされました。その反面、車が溢れる市内の道

路は渋滞が日常化、路地に一歩入るとスラム街は相変わらずの様相で貧富の格差が目につきます。

またダッカ市内だけでなくバングラデシュ全土で道路の整備も進み、以前は８時間を要していた

カラムディ村までの道のりは新しく建設された橋やハイウェイを通り６時間ほどで到着しました。 

 近代化の勢いはカラムディ村も例外でなく、前日の新聞しか読むことの出来なかった村でも毎

朝の戸口販売があったり、誰もが携帯電話を所有、さらにはインターネットを利用することもで

きるようにもなっていました。ションダニ病院の前に、以前は２軒の御茶屋があるのみでしたが、

現在は 44 軒のお店が営業しており村の一大拠点となっています。「カラムディ村でなんでも手に

入るようになった」という村人の声がとても印象的でした。 

 12 月 26 日（日）福岡出発→シンガポール経由→ダッカ到着、宿泊 

 12 月 27 日（月）ダッカから車でカラムディ村へ、カラムディ村到着 

       カラムディ村に滞在（2泊 3日） 

       その間、バザール見学、病院の外来見学、医療活動フィールド同行、 

       学校訪問、ションダニスタッフとのミーティングなどに参加 

 12 月 29 日（水）カラムディ村から車でダッカへ、ダッカ到着、宿泊 

 12 月 30 日（木）ダッカ市内観光、夜、ダッカ出発 

 12 月 31 日（金）シンガポール市内観光、深夜、福岡へ出発 

  1 月 1 日 （土）朝、福岡到着 
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■ 現地活動の様子 

私が現地でのションダニの活動の中で最も印象的だったのはソーシャルワーカーの成長ぶりで

した。私が現地駐在員を

していた９年前に彼女た

ちは高校卒業と同時にシ

ョンダニで研修生という

かたちで働き始めました。

その後、彼女たちも村を

巡回しながら経験を積み、

また彼女たち自身も結婚、

出産を経て、昨年はＪＩ

ＣＡのサポートでスキル

アップのための県外での

長期研修プログラムにも

参加しました。その彼女

たちが主体となって行な

った「村女性への保健衛

生啓発教室」を見学しました。村の女性約 30人を前に自信に満ち溢れた姿でプレゼンをする彼女

たちは「立派な先生」として成長を遂げていました。日本でも僻地での医療人材確保に苦労する

問題が叫ばれていますが、その問題はバングラデシュでも同様です。長期的展望のもとに「自前

の医療人材育成」という問題打開へのヒントがそこにあるようにも思われました。 

ソーシャルワーカーの活躍だけでなく、各スタッフが自分たちの仕事に誇りを持ち、積極的に

自身の業務に取り組もうとする姿勢に組織

としての成長を感じることができました。

朝礼についても、以前は単に前日の病院の

数字的確認のみという機械的にこなされて

いた内容が、病院の数字はもちろん、患者

の容態他、どのような問題があるかをスタ

ッフ全員で共有しようとする姿がみられ、

スタッフそれぞれが役割を全うしようとす

る意気込みが伝わってくる内容でした。 

 

 朝礼の様子 

 

■ 看護学校計画からみえてきたもの 

昨年の夏の現地訪問から看護学校設立についての提案が現地からあがっています。1995 年から

15 年間コミュニティーベースホスピタルとして地域に根ざした活動をションダニは行ってきま

した。病院での出産数、出産前後の検診数の増加やトイレを含む衛生環境の向上等の成果がみて

とれます。活動の次なるステップアップとして、その理念のさらに広がりを持った普及と医療人

材育成を目指した看護学校設立について、実現の可能性も含めて現地で話し合いを重ねました。 

 まだまだスタートの段階ですが、何より現地の熱意と「カラムディ村から発信する医療システ

ムモデル」の実現という大きな希望をどうかたちにできるのか、また日本からどのような支援が

可能なのかについて手をつなぐ会でしっかり議論していきたいと考えています。理事会でも現地

との「架け橋」として随時情報を発信しながら、会員の皆さんのご理解とご協力を得ていきたい

と考えています。 

ソーシャルワーカーのプレゼンの様子 
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≪≪≪≪スタディーツアースタディーツアースタディーツアースタディーツアー参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想≫≫≫≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  （会員 船越） 

 

みなさん、聞いて下さい！バングラデシュが寒かったのです！ 

と言うと「何℃くらい？」と聞かれますが、温度計がないからわかりません。ハアーと吐

いた息が白くなる、村人はガタガタ震えている、屋上で星を見るなんてムリ、寒くて足が

冷たくて眠れない、想定外。防寒具はヒートテック一枚、夜中に毛布を追加して何とか就

寝。以前、3月と 8月にバングラを訪れた時は倒れそうなくらい暑かったので甘くみてまし

た。「バングラの冬場は凍死する人もいるらしい」と聞きましたが、分かる気がしました。 

今回、バングラ滞在 4 日と激短でしたが、ここには書ききれないほど楽しさ満載のツアー

でした。その一方で、支援や援助とは？草の根レベル・パートナーシップとは？そもそも

ボランティアとは？改めて考える機会となりました。 

カラムディ村からガンニへバイクで移動中、西新事務所で見た一枚の写真を思い出しまし

た…デコボコ・ベチャベチャのぬかるんだ道をラフマンさんが運転するカブの後ろに乗っ

た大木さん。それが今やきれいな舗装道路です。20年の重みを感じ胸が熱くなりました。 

最後に、病気や事故なく無事に帰国でき感謝です。手をつなぐ会のみなさん、ションダニ

のみなさん、矢野さん、草場さん、お世話になりました。ありがとうございました。 

バングラ・タンダ！ 

バングラデシュでいちばんびっくりしたのは 

                                  （会員 草場） 

 

甘くて重たい空気 人、車、自転車の美しい連携プレイ  

クラクションと排気ガス 煉瓦の色 

壁の色 濃い緑柔らかな緑  

川沿いのスラム 超満員の船 白い泡 プラスチックの原色                     

人々からあふれ出すエネルギー なぜだか大流行の耳あて！老若男女みんなで耳あて！ 

美しさと力強さそして今まで経験したことの無い豊かさ  

足元はすごい速さで時間が流れ 上を見るとゆっくりと時間が流れている  

この国の人たちのパワーはいったいどこへ向かっているのだろうか  

初めてだけど懐かしい 懐かしいけど新しい 

 

パワーがあり非常に魅力的で美しく 

シツコイがあっさりしていてたまにいい加減  

なんだかそれが心地よかった 

市場でヤギの血をかけられたこと！ 

市場入り口にあるお肉屋さん…とヤギの頭(!?) 

この後別のお肉屋さんでヤギの血をかけられる!! 
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（会員 香月） 

 今年もバングラデシュの料理教室が、あいれふ（福岡市中央区）にて 1 月 30 日（日）に開催

されました。 

 教室に広がる香りと味が、時空を越えてその地の情景を思い起こさせる。まさにそれがチキン

カレーなのです。私は 5年前に菜の花が一面に咲く冬のバングラデシュ・カラムデイ村へ行って

来ました。食事はすべて大好きなカレー粉の味でした。よし！と気合を入れる日は朝からカレー

を食します。元気が出ますよ。この教室でいろいろなスパイスを使った料理を味わって、バング

ラデシュに行ってみたいなーと思っていただけたら嬉しいです。味覚が異文化に興味を抱かせる

なんて素晴しいと思います。次回もぜひ、ご参加くださいませ。 

 当日、参加の皆さんは 31 名、家族連れの方も何組かおられました。寒い日でしたがご参加し

てくださりありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（副代表 ラフマン・モクレスール） 

筥松公民館筥松公民館筥松公民館筥松公民館    12 月 16 日（木）10:00～12:00  

 筥松公民館（福岡市東区）にて講演を行った。約 20名の受講者、ほとんどは 60歳以上の方た

ち。地域の国際理解について話をし、後半にバングラデシュと手をつなぐ会の活動についてスラ

イドを見せながら話をした。皆さん熱心に聞いてくれた。 

西南学院中学校西南学院中学校西南学院中学校西南学院中学校   2 月 8 日（火）8:30～8:50  

 西南学院中学校（福岡市早良区）にて 600名あまりの生徒を対象に、礼拝の時間に、平和につ

いて話をした。実は西南学院中学校と手をつなぐ会の協力関係の歴史は長い。ジャパニ小学校を

作る時から当時代表であった大木さんとの関係で協力してくださり、その後私の息子もお世話に

なった。また息子の担任の山内先生（現在教頭）も現地訪問に参加してくださり、広島・長崎原

爆について写真を見せながら中学生や地域住民に平和の大切さを訴えた。久しぶりの再会だった。

子供たちに今までの関わりについて話をし、また現在の活動についてスライドを見せながら説明

をした。特に子牛プロジェクトにみんなは興味を示してくれた。 

 活動報告 出張講演 

参加者参加者参加者参加者のののの声声声声    
            （料理教室参加者／JICAデスク福岡勤務 古賀知美さん） 

ラフマン先生にお誘いいただいて料理教室に参加しました。初めてのバングラデシュ料

理、バングラデシュのカレーってどんなのだろう？ドキドキわくわくでした！カレーは

カレールーからしか作ったことがありませんでしたが、作ってみると意外と簡単！こん

なに簡単にできるんだとビックリしました。会場には香辛料の良い香りが広がっていま

した。シンガラの生地は随分こねていて担当の方は大変そうでした。出来あがった生地

を拡げて、みんなで包んでいく作業は楽しかったです。出来あがった料理は美味すぎて、

おかわりしました！食事後の矢野理事によるバングラデシュのお話で、よりバングラデ

シュのことを知ることができました。料理教室が実施された 1月 30日は吹雪で外は寒か

ったですが、バングラデシュ料理で身体も心も温まりました。有難うございました！！ 

 活動報告 バングラデシュ料理教室 
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会員研修報告 
（理事 平山） 

 

 日   時  平成 23年 2月 13日（日） 10時～17時 

 場   所  にのさかクリニック（福岡市早良区） 

 参 加 者 計 13名：二ノ坂・ラフマン・待鳥・矢野・堀・杉園・平山 

            ・市田・松尾・小畑・牟田・内田・石田（敬称略、順不同） 

 プログラム   

 午前の部 

 １）基調講演「総会のあり方の検討、および会の活動の活性化のために」（代表 二ノ坂保喜） 

 ２）自由討議 

 午後の部 

 ３）報告「現地訪問と看護学校建設から見えてきたもの」（理事 矢野孝明） 

 ４）自由討議（看護学校建設に関連して） 

 ５） 〃  （春のバザー、総会、今回の会員研修について） 

                                ※研修終了後、懇親会 

 

定刻に開始。本日は会のあり方を含め、各人思いを自由に語り合いたい、という二ノ坂代表の挨

拶で始まった。「いっしょにミッションを考えようか」（アジア保健研究所 佐藤光）を読み、20

年間の活動を振り返りながら、現地（カラムディ村）ションダニと手をつなぐ会会員全員が、ミ

ッション○注を共有し、会の活動を活性化させたいとの話だった。 

 

午前中は参加者全員で自由討議し、総会および会のあり方について建設的な意見が出た。 

・正会員の方たちの参加意識、活動への関心をもっと高めたい。 

・理事会の内容が会員に見えない。  

・理事会は月１回にして（現状月 2回）、後１回は会員が参加できる拡大会議にしてはどうか。 

・カウンターパート○注であるションダニの活動の様子が、会員に届いていないのでは？  

・これからはションダニの貸借対照表を提示してもらい現地の運営について共通の認識を持つ

必要がある。  

・情報を発信する力が弱い。  

・現地訪問に参加した時は活動に参加しようと思っていたが、いざ帰国すると強い動機がない

となかなか活動に結びつかない。 

 

参加者からも参考資料が提示された。 

・研修会検討事項（待鳥さん） 

・総会案（待鳥さん） 

・意見書（松尾さん） 

・意見書（堀さん） 

・特定非営利活動法人促進法関連法令

（堀さん） 

・日本に寄付文化が根付くか（市田さん） 

  など 
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午後は看護学校建設に議題を絞り、矢野さんからの報告を皮きりに討論を行った。 

 

まず、矢野さんからスタディーツアーと看護学校建設に関して以下の内容について報告があった。 

・経済発展とインフラ整備の様子、貧富の格差拡大への懸念 

・村の変化、ションダニの取り組みとその実績 

・スタッフの成長と意識の向上、コミュニティベース○注を目指すソーシャルワーカーの取り組み 

 

上記の報告を含め、看護学校計画についての今後の可能性と日本側の役割について参加者それぞ

れが意見を交換した。現地の取り組みと日本側の活動との整合性について、またそのギャップを

どう埋めていくことができるのか、そもそも我々のミッションとは何なのか、本質的な部分を見

直す必要性を再認識し、来年度の活動方針に具体的に反映させていくことを確認した。 

 

また、ラフマンさんから「ションダニは設立時から事業の柱を２本たて運営している。ひとつは

ボトムアップ（底上げ：ジャパニ小学校の運営援助、子牛の奨学金など）もうひとつはミドルア

ップ（中間層の引き上げ：ションダニ・スクール、大学生への奨学金など）、両者を軸としている。

基盤となるのは誰でもアクセスできる地域に根ざした保健医療事業」であることが指摘された。 

    

看護学校建設について全員より意見を出してもらう中で、建設を支援する方向で意見がまとまっ

た。看護学校建設について二ノ坂代表は「大きな事業になるので目標設定をしっかり立て、会員

で共有する必要がある。資金については今までと別な形で集めることを考えなくてはいけない。

看護学校建設には最後まで手をつなぐ会が責任をもって関わる覚悟が大切だ。」と語った。 

 

その他、春のバザーや総会に向けての話をして、最後に今回の研修について各自コメントし、閉

会した。 

 

＜ 所 感 ＞ 

 今回は参加者全員から活発な意見が出てとてもよい研修でした。特に矢野事務局長から、今年

は新会員勧誘を積極的に行うとの発言も

あり、若い会員拡大に向けて弾みがつき

活性化に向け新しいスタートとなる予感

がしました。（平山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○注ミッション：使命、目的（詳しくは 3ページ目の下にある注釈を参照） 

○注カウンターパート：国際協力分野でいう現地での「提携先」 

○注 コミュニティベース：地域に根ざしていること、ションダニ病院は設立当初から「Community-Based 

Hospital（地域に根ざした病院）」を目指してきた 
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  2011 春のチャリティバザー 

   バングラデシュのお正月と独立 40 周年を祝おう！ 

  ボイシャキ・メラ   

  手をつなぐ会 2011 年度総会 

春と秋の年 2回行っていますチャリティバザーを今年も開催します。手をつなぐ会へのご支援、

ご協力の方々からたくさんの品々を提供していただいています。この春のバザーは、丸福運送さ

んのご協力で駐車場を会場としてお借りすることもでき、地域に根ざす新たな試みのバザーでも

あります。どうぞお楽しみください。 

 日 時     2011年 3月 27（日） 13:00～  オカリナ他、演奏 

 13:30～15:30（予定） チャリティバザー  

 会 場     演 奏 … にのさかクリニック 駐車場（福岡市早良区野芥四丁目 19-34） 

      バザー … 丸福運送 駐車場（にのさかクリニックから徒歩 70～80m） 

 催 行     雨天中止の場合は、5月 29日（日）にあらためて開催いたします。 

 お問い合わせ先 手をつなぐ会西新事務所 留守電＆FAX：092（844）1369 

         にのさかクリニック TEL：092（872）1136 

 

バングラデシュの正月祭り（ボイシャキ･メラ）を開催します。バングラデシュは今年でちょうど

独立 40周年。みんなで盛大にお祝いしようと、福岡在住のバングラデシュ出身の人々と計画中

です。ボランティアとしてご協力いただける方も大募集中です！ 

 日 時     2011年 4月 17（日）11:00～16:00 

 会 場     天神中央公園（県庁跡地） 福岡市中央区天神一丁目１－１ 

 内 容     ステージパフォーマンス（バングラデシュの歌、踊り、ファッションショー）、 

                  クイズ、展示（手芸品、バングラデシュの普段着や結婚式のドレス、絵）、 

         飲食コーナー（カレー、シンガラ、シャモチャ、甘味、紅茶）などを予定 

 主 催     バングラデシュ文化協会（共催：バングラデシュと手をつなぐ会） 

★3月 20日（日）16:00から「あすみん」にて打ち合わせを行います。ぜひお越しください。 

 

今年の手をつなぐ会総会、一年間の総まとめと、今後の活動について話し合います。現地では、

看護学校建設への熱気が高まっています。私たちはそれにどう応えていくか、語り合いましょう。

また、私たちの日本での活動の方向性についても話し合いましょう。皆様のご参加をお待ちして

います。 

 日 時     2011年 5月 8日（日）14:00～16:00 

 会 場     にのさかクリニック ２階ホール 

 プログラム   第１部 記念講演（講師、演題未定） 

   第２部 総会 2010年度活動報告および決算報告 

    2011年度活動方針、活動計画、予算案審議 

         その後自由討論 

   終了後、懇親会を予定しています。お楽しみに。                        

イベント 

告知 

イベント 

告知 

イベント 

告知 
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会計報告会計報告会計報告会計報告                   （敬称略、2月 28 日現在） 

●新会員紹介 ・山本由子 

●募金者 

・福島啓子  ・山下久代 ・塩澤久子 ・江崎好枝 ・石川晶子 ・古木廣子 ・野呂やす子 

・矢田玲子  ・垣田節子 ・伊藤愛文 ・Shana ・水山マサ子 ・谷口光子 ・茂呂塾保育園 

・芹田裕子  ・管美枝子 ・平山正明 ・富田桂子（11/26・12/24・1/26） ・進藤靖子 

・今給黎靖子 ・渋谷洋子 ・西南学院中学校 ・八木良子 ・望月銀子 ・笠松のり子 

・井上進二  ・湯野光代 ・オーストラリアン・ビーンズ・カフェ募金箱 ・井口弘幸 

・にのさかクリニック募金箱 ・バングラデシュ料理教室会場募金箱 

 

 

 

 

 

 

 

これからの行事予定これからの行事予定これからの行事予定これからの行事予定 

3月 19日（土）13:00～ バザー提供品値付け作業 にのさかクリニック 

3月 20日（日）16:00～ ボイシャキ・メラ打ち合わせ あすみんフリースペース 

3月 22日（火）19:00～ ホームページ打ち合わせ にのさかクリニック 

3月 27日（日）13:00～ 春春春春のチャリティバザーのチャリティバザーのチャリティバザーのチャリティバザー    
にのさかクリニック・ 

丸福運送 駐車場 

4月  7日（木）19:00～ 理事会 西新事務所 

4月 17日（日）11:00～ ボイシャキ・メラボイシャキ・メラボイシャキ・メラボイシャキ・メラ    天神中央公園 

4月 21日（水）19:00～ 理事会 西新事務所 

5月  8日（日）14:00～ 2011201120112011 年度年度年度年度    総会総会総会総会    にのさかクリニック 

 5月 12日（木）19:00～  理事会  西新事務所 

 5月 26日（木）19:00～  理事会  西新事務所 

 5月 29日（日）13:00～  春のチャリティバザー予備日  にのさかクリニック他 

 6月  2日（木）19:00～  理事会  西新事務所 

 6月 16日（木）19:00～  理事会  西新事務所 

 

事務所便り事務所便り事務所便り事務所便り     

 寒さの厳しかった冬もどうにか過ぎ、亀も暖かい日差しに誘われ甲羅干し。西新事務所の

“老人力元気組”も目覚め“さあこれから”と意気込みましたが、気がつけばミロンも 2010

年度の最後の発行、年度末もすぐそこ。 

事務局も今年一年、振り返ってみますと、相変わらずイベント等を追いかけただけの印象

です。皆様の身近な事務局の活動を目指しましたが、難しさを実感しています。2011 年度は、

皆様と一緒に、楽しい雰囲気の事務局を目指したいと考えています。   （事務局：待鳥） 

 

予定は変更になることがあります 
詳しくは西新事務所までお問い合わせください 

 いつも多くの方々からの募金をいただきまして、誠にありがとうございます。お蔭様

で本年度も無事にションダニ・ションスタへ予定の送金をすることが出来ました。 

 今回、2011 年 2 月 28 日付けでの会費納入状況書を同封させていただきました。行き違

いなどがございましたら、事務所までご連絡いただきますように、よろしくお願いいた

します。皆様のご協力に感謝申し上げます。            ＜会計：杉園＞ 



milon 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


